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1　 目的

　通常、ノ亅学 校の教科書では、液体の 酸性 ・
アルカ

リ性を判別するとき リトマ ス試験紙を用 い る 。 しか

し， 有色の液体につ いて調 べ るとき リ トマ ス試験紙

の色変化がわか りにくく、 判別に迷う子ども達が出

てくる。この ような場合、有色の液体を水で薄めて

リトマ ス試鞴 で判別するという方iXZ｝stlllられて い

る 。 しか し，
「水で薄める」とい う操作が子 ども達に

とっ ては別の液体という認識になる こ とがある。ま

た、自分が持 っ て きだ夜体でなくなることによ り「調

べ た い 」 とい う意欲が薄れ ， 色変化へ の 驚きが少な ・

くなっ て しまう。その こ とか ら子ども達の実験に対

する意欲を維持させるために 「原液のままで調べ る」

と い うこ とに こだわり，試料が鳫夜で あ っ て も使用
・

できるリトマ ス紙にかわる指示薬 （素材）で ある
“
布

リトマ ス
”
を開発 したので報告する。

2　方法 ・結果

（D 布リトマ ス の調製

　布を指示薬で染色したものが、有色の液体をつ け

た後、水洗して色変化を判別できると考え、様々 な

布と指示薬を組み合わせか ら、絹と赤キャベ ツ液が

有効であるとわか っ た 。 以下 に その調製法を示す。

  市販の 赤キャ ベ ツ液を水で 100倍に薄めた 。

  その液体を絹の布片とともにチャ ッ ク付きビニ

　
ー

ル袋に入れ約 15分放置した 。

  その後取り出し，茄先いした 。

  赤紫 （こ の 時点で ）の布 2つ に分け，赤にするた

　めにクエ ン酸水瀋夜，青にするために炭酸水素ナ

　トリウム水溶液に浸け，約 5分放置した。

  それぞれを水洗い し， 乾燥させた 。

　これを、子ども達に とっ てなじみのあるリ トマ ス

試験紙の名前をちなんで
“

布リトマ ス
”

と名付けた。

リトマ ス試験紙，酸性 ・アルカ リ性 、布 リトマ ス

（2）布リトマス による有色液体の液性班別

　乾燥した布リ トマ ス に有色液体を染みこませ、即

座に7K先い して色変化を判別 した。
・醤油では黒色がしみ こんでもしばらくして水洗い

をすると酸 アルカリによる色の変化だけが残っ た 。

醤油の酸1生に反応し，変色した赤色は定着した。

・子ども達が持っ てきた こ との ある 「虫さされ薬」

「炭酸水」 「ポン酢」 「レモン水」な どを試料とし，

実験を行 っ たところ ， 醤油と同様に酸 ・
アルカ リの

判別を行うこ とができた。
・粘1生のあるもの （ケチャ ップ ・マ ヨネーズ等）も

洗い流すこ ともで き、調べたい と思 う身近な液体に

多様に対応することができる こ とが分か っ た。
・
再びクエ ン酸や炭酸水素ナ トリウムの水溶液に浸

け，水洗い後乾燥させると繰り返し使うことができ

た 。

一
旦調製しておくと、繰り返 し使用力河 能であ

る。

4　まとめ

　リトマ ス試験紙にかわる酸性 ・
アルカリ性指示薬

（素材）として本研究で 開発 した布 リ トマ ス の利点

として以下の ことがあげられる。
・リトマ ス試験紙と同 じ形

・リトマ ス試験紙と同 じ実験方法

・リトマ ス試験紙と同じ色変化

　これは子 ども達が新しい教材をス ムーズに受け入

れるために必要な要素である。この うちの
一

つ でも

欠けて い るとすべ ての子ども達に受 け入れられる こ

とはないだろう。 こ こ に私はこだわ り，開発研究を

進めた 。 私は この 素材が酸性 ・アルカリ性という認

識を広げる上で有用であると、 手応えを感じて いる。

こ うい っ た 「こだわ り」 力噺 しく生み 出した教材開

発の完成度を高めるの ではな い かと私は考えて い る。
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